
 

地震一口メモ No.248 

河内大和地震から 90 年 
 

昭和 11 年（1936 年）２月 21 日、奈良県を震源とするマグニチュード 6.4 の地震が発生しました。こ

れが河内大和地震です。この地震により大阪府内では、死者８人、負傷者 52 人、家屋全壊４棟など

の被害が生じました（大阪府地域防災計画による）。 

 

 

◇河内大和地震の概要 
 

発生日時 昭和 11 年（1936 年）２月 21 日 10 時 07 分 

震央 奈良県 （北緯 34 度 31 分 東経 135 度 41 分） 

地震の規模（マグニチュード） 6.4 

深さ 18km 

最大震度 （当時の震度階級で）５ 
 

※震源は気象庁地震カタログによる 

 

 

◇河内大和地震の震度 
 

大阪府、奈良県、京都府で震度５を観測したほか、関東地方から四国地方にかけて震度４～１を

観測しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域震度分布図 

 

注：当時、震度は気象台及び測候所で観測されていました。 

注：震度階級に震度７が導入されたのは 1949 年からです。また、震度５と震度６に強と弱が 

設けられ、震度階級が現在の 10 段階になったのは 1996 年以降です。 

 

 

 

 



◇河内大和地震後の活動状況 
 

河内大和地震の発生後、地震活動が一時的に活発となりましたが、時間の経過とともに次第に減

衰しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図中の橙色の線は地震調査研究推進本部の長期評価による活断層を示しています。 

 

 

 

日頃からの備え 
 

90 年前と今とでは、防災のための道具は大きく

変わりました。例えば当時は、乾電池やモバイルバ

ッテリー、使い捨てカイロのような便利なものはあり

ませんでした。今では、こうした道具を誰でも手に入

れやすくなり、個人でも無理なく災害に備えられるよ

うになりました。 

災害をなくすことはできませんが、地震に関する

正しい知識を身につけ、日頃から備えることで、被

害を少しでも減らすことはできます。 

 

 

 

 

震央分布図（M≧3.0、深さ０～30 ㎞） 左図内の規模別地震活動経過図 

中央構造線断層帯（金剛山地東縁）

付近で発生していますが、断層との 

関連性は不明です。 


